
平成 21年 10月 10日 
平成 22年度 準指導員検定会について（お知らせ） 

 
みだしについて以下のように変更いたします 
変更理由 
平成 22年度（財）全日本スキー連盟教育本部関係の規約改正に伴い公認スキー指導者検
定規定も変更になりました。 
準指導員検定にも公認指導員検定と同様、単位制が導入されました。また、受検種目数

も実技 9種目と理論の 10種目から実技 6種目と理論の 7種目になりました。 
従いまして、理論検定会をスキー場で実施するための時間と会場を確保することが可能

になりました。 
昨年度までの受検者にはお時間とお手間をかけていましたが、本年度の検定会実施方法

の見直しで改善いたしました。 
今回の変更は規約改正に伴うこの見直しにより新たに受検が可能になった方への配慮と

致しました。 
 
規約改正に伴う公認スキー準指導員検定の変更点 

 変更後 変更前 

1． 

理論会場の変更について 
開催日時：平成 22年 3月 6日（土） 
場  所：ほおのき平スキー場 
 
※現地での実施会場、時間は後日検定会スケ

ジュール（後日発表）に従います。 
※実技検定会日程と同日開催 

開催日時：平成 22年 3月 3日（水） 
場  所：県スポーツ会館(予定) 

2． 

受験者養成講習会Ａの申し込み方法と締切日の変更について 
申込締切：平成 21年 10月 24日（土） 
※ 岡崎会場（理論の必修）で 

直接申込みを受付けます。 

申込締切：平成 21年 10月 6日（火） 

肥田野修一(教育部長) 


